
１ 幸福実感共創ラボ「ふくウェル」の設置

○名 称

○体 制

・メンバーは企業・団体、大学、市町、県等

・幸福実感共創コンダクター（知事）のもと産学官が共創

・運営の中心となるディレクターを県に加え、大学、経済界、
文化芸術分野などから委嘱

○拠 点

ＰＬＡＹＣＥに設置（福井市、フクマチブロック１階）

※県幸福実感ディレクター、ウェルビーイングを担当する地域おこし協力隊が平日常駐

・都道府県初の幸福実感向上のための官民共創組織を新設（6/6）

PLAYCEでの官民共創の活動イメージ

・幸福(ふく)実感・ウェルビーイングと、福井の井を
英語にしたwell（ウェル）を表している

・官民で幸福の種を植え（ふくをうえる）、育んでいく

○名 称

○体 制

・メンバーは企業・団体、大学、市町、県等

・幸福実感共創コンダクター（知事）のもと産学官が共創

・運営の中心となるディレクターを県に加え、大学、経済界、
文化芸術分野などから委嘱

○拠 点

ＰＬＡＹＣＥに設置（福井市、フクマチブロック１階）

※県幸福実感ディレクター、ウェルビーイングを担当する地域おこし協力隊が平日常駐

・幸福(ふく)実感・ウェルビーイングと、福井の井を
英語にしたwell（ウェル）を表している

・官民で幸福の種を植え（ふくをうえる）、育んでいく



・官民が交流する「出島」的な拠点にて、幸福実感向上の要素・手法の

研究や実践的なプロジェクトを創出

１ 幸福実感共創ラボ「ふくウェル」の設置

・６月６日に第１回の官民共創会議を開催（ディレクター委嘱、今年度活動の共有）

②市町・企業の実践プロジェクトの応援①大学等の研究応援 ③マッチング・相互応援

仕事に喜びや楽しみを感じている人ほど幸せ（Ｒ６）

（連携：福井県立大学）

プログラミングでの世代間交流による幸福実感実証（Ｒ６）

（連携：敦賀市×こどもプログラミング協議会×慶應義塾大学）

Well-beingアクションフォーラム（５/２７）

（主催：越前市、近畿経済産業局 共催：県）

仕事の喜び・楽しみ×ウェルビーイング

本県をフィールドとする研究を支援（旅費や研究実費）

トライアル枠予算での支援も検討
幸福度日本一の推進に取り組む市町やウェルビー
イング経営を実践する企業を支援

マッチングにより新しい研究や実践を創出
イベント等の誘客や運営も相互に協力

研究事例 実践事例 イベント等事例
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